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雜 報

◎ 人 事

敍 從四位　 正五位勳四等　 奥 島 貫 一 郎

敍 從六位　 正七位勳 五等　 永 山 太 郎

(十月一日)

正六位勳四等　 石 井 義 章

敍勳三等授瑞寳章 　(昭 和 十 年二 月八 日)

八級俸下賜　 衛生技師　 武 波 晋 一

臺灣総督府醫院醫長　 花 室 憲 章

七級俸下賜

(九月三十日)

○脇 本 正規君 は多年岡山醫科大學稻田内科教

室に勤務し居られしが今般同教室を辭し徳島市東

邦人造繊維株式會社醫局に就職せられたり

○永光軍一郎君 は豫て岡山醫科大學生理學教室

及産科婦人科教室に於て研究中なりしが今般山口

縣岩國町岩國病院に勤務せられたり

〇立 石 力君 は豫て岡山醫科大學生化學教室

に於て研究中なりしが先般高松市古新町記念病院

に勤務せられたり

○井 上 正之君 は岡山醫科大學産科婦人科教室

に於て研究中なりしが今般同教室を辭し久留米市

新町一丁目に於て開業せられたり

◎ 學 位 授 與

松尾潔,橘 捷夫,中 村博郷の3君 は豫 て論 文を岡

山醫科 大學に提出 し學 位を請求 し居 られ しが去9

月16日 の教授會を通過 し本月28日 醫學 博士の學

位を授與 せ られた り其主論文及び 参考論 文は次の

如 し

松 尾 潔 君

主 論 文

色素細胞運 動 ノ生理補遺

1. 蛙 ノ皮膚殊 ニ蹼 膜色素細胞運 動(本 誌第

46年 第3號 ニ發表 セ リ)

2. 蛙 眼網膜 色素移動

1. 明暗 ニ依 ル影響(本 誌第47年 第7號

ニ發表 セ リ)

2. 「ア ドレナ リン」ノ影響(本 誌第47年

第8號 ニ發表 セ リ)

3. 腦下垂體 後葉 ノ「ホル モ ン」ノ影響(本

誌 第47年 第9號 ニ發表 セ リ)

参考論 文

1. 「カブ トキク」莖葉 浸出液 ノ生理學 作用(追

テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

2. 「ドクダ ミ」(Houtuynia Cordata Thumb)

浸 出液 ノ生理學 的作用 ニ就テ(追 テ本 誌 ニ

發表 ノ豫定)

3. 柘榴(Punica granatum L.)ノ 皮煎 ノ驅蟲

作用機轉 補遺(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

4. Vagusstoffノ 迷 走神經 ノChronaxieニ 及

ボス影響 ニ就 テ(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

5. 末 梢神 經 ニ及 ボスYohimbinノ 影響(追

テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

橘 捷 夫 君

主 論 文

腦幹 及 ビ皮質麻醉藥 ノ血糖調 節作用 ニ及 ボス影

響ニ就テ

第1報　 中樞性過 血糖 ニ及 ボ ス 影響 ニ 就テ

(本誌第47年 第3號 ニ發表 セ リ)
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第2報　 末 梢性過 血糖 竝ニ「イ ンシユ リン」低

血糖 ニ及 ボス影響 ニ就テ(本 誌第47年 第

4號 ニ發表 セ リ)

參考諭文

1. 2, 3新 「ア ドレナ リン」類似體 ノ催進及 ビ抑

制 性交感 神經繊維 ニ對 スル作用強度比較研究

第1報　 家兎腸管白鼠子宮,牛 氣管支筋,

家兎膀胱利尿筋 及 ビ三角部筋,家 兎 正常

竝 ニ妊娠 子宮 ニ對 スル作用比較(本 誌

第47年 第5號 ニ發表 セ リ)

第2報　 家 兎血壓 及 ビ末 梢血管 ニ對スル作

用比較(本 誌第47年 第6號 ニ發表 セ

リ)

2. 2, 3 Guanidin誘 導體 ノ血液有形成分 ニ及

ボス作用 ノ比較(日 本藥 物學雜誌第19巻 第

3號 ニ發表セ リ)

3. Harminノ 家兎 血糖 ニ 及ボ ス 影 響 ニ就 テ

(日本 藥物學雜誌 第19巻 第3號 ニ發表 セ リ)

4. Aminoacetobrezkatechinノ 血糖,肝 臓竝

ニ筋 肉糖 原含量 ニ及 ボス影響 ニ就 テ(日 本

藥 物學雜誌第20巻 第2號 ニ發表 セ リ)

5. 腦 下垂體後葉製剤 ノ家兎 血壓及 ビ滑平筋臓

器 ニ及 ボス作用比較(日 本藥物學雑誌第20

巻第2號 ニ發表 セ リ)

6. 新芳香「グアニヂン」誘導體 ノ家兎腸管家兎

正常竝 ニ妊娠 子宮 ニ封 スル作用(本 誌第47

年第10號 ニ發表 セ リ)

中 村 博 郷 君

主 論 文

聽 器脂 肪物質 ニ關 スル實験的研究

1. 正常海〓 ニ於 ケル聽器脂肪質 ニ就テ(大

日本耳 鼻咽喉科會會報,昭 和10年4月 號 ニ

發表 セ リ)

2. 薬剤中毒海〓 ニ於 ケル聽器脂肪物質 ニ就

テ(大 日本 耳鼻 咽喉科會會報,昭 和10年

5月 號 ニ發表 セ リ)

3. 炎 症 ヲ伴 ヘル海〓聽器 ノ脂 肪物質 ニ就 テ

(大 日本耳鼻咽喉科會 會報.昭 和10年7月

號ニ發表セ リ)

參考論 文

1. 内耳 ニ輸入セ ラレタル脂肪物質 ノ運 命 ニ就

テ(大 日本耳鼻咽喉科會會報,昭 和10年7

月 號 ニ發表 セ リ)

2. 1側 迷路 炎 ニ因 ル他測迷路 炎症 ノ成立機轉

ニ就テ(追 テ大 日本耳鼻咽喉 科會會報 ニ發

表 ノ豫定)

3. 皮膚 轉移 ヲ汎發 セル口蓋扁桃 腺淋巴肉腫及

ビ篩骨 蜂〓癌腫 ノ各1例(大 日本耳鼻咽喉

科 會會報,昭 和10年2月 號 ニ發表 セ リ)

4. 咽後 及ビ扁桃 腺周 圍膿瘍 ノ1異 例(耳 鼻

咽喉科,昭 和9年10月 號 ニ發表 セ リ)

5. 多量 ナル分 泌物 ニヨ リテ窒息 ヲ來 タセ ル下

行性 氣道 實扶 的里 ノ1剖 檢例(追 テ耳 鼻咽喉

科 ニ發表 ノ豫定)

◎ 解 剖 祭

岡山醫科大學 には 昨年11月 よ り本年10月 に至 る

1箇 年間 に 同 學に於て 解剖せ る75體 の 慰 靈祭 を

本月19日 午前10時 よ り本市小橋町 國清禪 寺に於

て執 行せ り,參 列 者は同學教職 員,學 生 及び遺族,

來賓等 に して定刻 に至 り同寺の住職華 山海 應師導

師 とな り讀經 をな し終 りて田村學長,學 生總 代鈴

木幸夫 君,石 原岡山市長等の祭文朗讀 あ り,次 に

一同 の焼香 あ りて 午前11時 半頃 式 を終 り別 室に

於 て例 の通 り茶菓 の饗應あ りて一同退散せ り又大

學當 局者は 本市笹 山に在 る大學墓地 の納 骨堂に參

拝 した り
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